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写真２　出土遺物
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６．まとめ

　今回調査では、発掘調査面積が約500㎡であったが、遺構らしい遺構の検出はなかった。大多数の遺物は散布

した状態で出土し、摩滅が目立つ。接合可能な遺物はかぞえるほどで、完形になるものはなかった。これらの遺

物は、近現代の陶磁器が混じる中で出土し、埋蔵状態が良好ではなかったことが、調査対象地の南壁断面図や北

壁断面図の土層堆積状況からも読み取れる。

　包含層の残存状況が悪い状態ではあったが、遺物集中域 SQ1からは擂鉢片が 6 点出土しており、周辺のグリ

ッドからも実測可能な中世の遺物が出土している。遺物重量をみていくと土師器が3.125㎏、須恵器が1.484㎏、

黒色土器0.454㎏と古代の遺物の出土量が多い。柳原遺跡から北東に位置する八幡地域での発掘調査（P 5 図 3 の

②）では、住居跡ではないが土坑が検出され、古代の遺物が報告されている。また、平成25年度の八幡浦Ａ遺跡

の調査（P 5 図 3 の④）では、上層から中世の遺物が出土し、下層から鎌倉時代の人骨が出土している。柳原遺

跡出土品と、これら柳原遺跡周辺での発掘調査の結果を合わせて考慮すると、遺跡より東の墨坂地区において古

代から中世の集落が形成されていた可能性を検討する際に有用な資料である、と評価できよう。

引用・参考文献

須坂市教育委員会2016『長野県須坂市遺跡地名表（付　遺跡詳細分布図）』

須坂市教育委員会2023『第27集　2012（平成24）年度　須坂市内発掘調査報告書』

長野県史刊行会1988「長野県史　考古資料編　全一巻（四）遺構・遺物」

須坂市誌編さん室2017『須坂市誌　第三巻　歴史編Ⅰ』

長野市教育委員会1991『栗田城跡　下宇木遺跡　三輪遺跡（3）』

中野市教育委員会1993『高梨氏居館跡』

佐久市教育委員会1986『大井城跡（黒岩城跡）』

木島平村教育委員会2023『木島平村内弥生時代遺跡（根塚遺跡・平塚遺跡・三枚原遺跡・宮の内遺跡）』

㈶長野県埋蔵文化財センター1998『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 3 　更埴市内―更埴条里遺跡　屋代遺跡群』

㈶長野県埋蔵文化財センター1999『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書26―更埴市内その 5 　更埴条里遺跡・屋代

遺跡群（含む大境遺跡・窪河原遺跡）　古代1編』

㈶長野県埋蔵文化財センター2000『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書27　更埴市内その 6 　更埴条里遺跡・屋代

遺跡群（含む大境遺跡・窪河原遺跡）　古代2・中世・近代編』

㈶長野県埋蔵文化財センター2000『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書28　更埴市内その 7 　更埴条里遺跡・屋代

遺跡群（含む大境遺跡・窪河原遺跡）　総論編　』

日本貨幣商協同組合2023『日本貨幣カタログ2023版』

中世土器研究会1995『概説　中世の土器・陶磁器』真陽社
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第２節　大和合古墳

１．調査に至る経緯

　大和合古墳は坂田共生の森内、須坂市大字坂田字大和合697番地に位置する。平成 9 年に森林組合による林道

開設時に墳丘の一部が破壊され、横穴式石室が露呈した。その後、平成15年に古墳であることを確認した。平成

17年 2 月に石室を構成していた石の一部が直下の道路に崩落したため、散策道を通行する市民の安全確保及び古

墳保護が必要となり、土留め（木柵）の設置が農林課の治山事業として平成19年12月に実施された。しかし、平

成25年 9 月の台風18号の影響により既設の木柵がすべて崩れ落ち、古墳の石室が露出した状態となったため、断

面崩落防止工事が必要となった。

　そこで、2013（平成25）年10月18日付で事業主である須坂市産業振興部農林課より「土木工事のための埋蔵文

化財発掘の届出」が提出された。断面崩落工事はコンクリートによる土留めの構築で、大和合古墳の現状保存を

目的とし、古墳の石室をほぼ直接掘削することなく行われることとなった。長野県教育委員会あてに立会調査が

必要との意見を付して同年11月13日付で「土木工事のための埋蔵文化財発掘の意見書」を提出した。なお、石室

が露呈している現状断面図作成を、施工前に立会調査として行うこととした。

図６　調査地位置図
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図７　断面図

写真３　大和合古墳断面
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